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『十
訓
抄
』
に
於
け
る

「
の
み
」
と

「
ば
か
り
」

一

奈
良
時
代
に
は
、

「
の
み
」
は
強
調
の
意
を
表
わ
し
、　
Ｆ
は
か
り
」
は
範
囲

。
程
度
を
示
す

「
…
…
ほ
ど
」

「
…
…
ぐ
ら
い
」
の
意
を
表
わ
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
意
味
を
分
担
し
て
い
た
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、

「
の
み
」
は
用
法
が
や

や
狭
く
な
る
が
、
漢
文
訓
読
で
副
詞

「唯
」
と
呼
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
る

と
、

「
唯
」
の
字
の
意

（
全
く
他
が
な
い
）
に
引
か
れ
て

「他
を
制
限
す
る
」

意
す
な
わ
ち
限
定
の
意
が
生
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
来
る
。　
一
方
。

「
は
か
り
」

は

「
…
…
ほ
ど
」
「
…
…
ぐ
ら
い
」
の
意
か
ら

「
（
ほ
ん
の
）
…
…
ぐ
ら
い

（
だ

け
と

の
意
が
生
じ
、
そ
し
て

「
‥
…
だ
け
」

の
意
が
生
じ
る
よ
う
に
な

っ
て

来
る
。
そ
し
て
中
世
に
な
る
と
、
限
定
の
意
に
は
次
第
に

「
の
み
」
に
代
わ
っ

家」れい「卜が美（多慇鞭』れれ規（ょ購マ餞地っ数子（来賎はいつう徴鰤嘘疑鴻“

徊れ″袈馘ぼ紳蹴はつ於い“げヽ
「熱い駒け̈
鵜鄭跡あ（程破「嗚岬けなへ秘

浸″螂燎̈
蹴つに０縁碑ユ」つ一歩は獣
「ゎ』力ヽてり「「のヵ、初ルぃ影α麺稀

泉

基
　
博

が
、
で
は

「
は
か
り
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
勢
力
を
拡
大
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
間
解
明
の
一
方
法
と
し
て
、
考
察
対
象
を

「
の
み
」
と

「ば
か
り
」
の

勢
力
争
い
に
関
す
る
も
の
だ
け
に
絞

っ
て
考
察
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
方
法
で
疑
問
解
明
を
試
み
て
み
よ
う
と
思
う
。

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大

詢酔罐わ囃嘲
『に一肝類「げ融嘲″
「察〔刹『
「で南力ヽるい一は肛漱〔侵御

を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
手
が
か
り
を
求
め
て
み
た
い
と
思
う
。

二

歌

「
一
回
り
一
ｔ

「
於
け
力ヽ る
り 「『
〔
歩
胸
畦
酬

一 例
嗽
○
（
六
に

（
例
散
（帥

一 文
藁
一
回
一
鰤

歌
三
例
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
意
味
で
分
類
す
る
と
、

「
の
み
」
は

強
調

一
一
例

（散
文
八
例
、
和
歌
三
例
）
、
強
調
と
も
限
定
と
も
取
れ
る
も
の

一
一
例

（散
文
六
例
、
和
歌
五
例
）
、
限
定
四
〇
例

（散
文
三
七
例
、

和
歌
三

型
務

一舞

］」鰺

了

雰

了
蜘扁
）に

調
と
も
限
定
と
も
取
れ
る
も
の
七
例

（散
文
七
例
）、
限
定
四
四
例

（散
文
四



三
例
、
和
歌

一
例
）
で
あ
る
。

「
の
み
」
と

「
は
か
り
」
の
限
定
の
意
味
の
用

例
が
わ
か
れ
ば
、
用
例
の
比
較
検
討
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
限
定
の
意
味
に

於
け
る

「
の
み
」
と

「
は
か
り
」
の
勢
力
争
い
に
関
す
る
も
の
だ
け
を
考
察
す

る
場
合
、
単
純
に
両
者
の
限
定

（「強
調
と
も
限
定
と
も
取
れ
る
も
の
」

を
含

め
て
も
）
の
用
例
を
比
較
検
討
す
る
の
で
は
、
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
と
思

う
。
両
者
の
勢
力
争
い
の
様
相
を
つ
か
む
た
め
に
は
、
比
較
検
討
す
る
両
者
の

用
例
が
等
価
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
意
味
を
な
さ
な
い
と
思
う
。
さ
て
、
右
記

の
両
者
の
限
定

（「強
調
と
も
限
定
と
も
取
れ
る
も
の
」

も
含
む
）

の
用
例
を

検
討
し
て
み
る
と
、　
一
方
に
あ
る
用
例
が
他
方
で
は
用
法
と
し
て
存
在
が
不
可

能
な
も
の
な
ど
、　
一
方
の
用
例
と
等
価
の
も
の
が
他
方
で
は
存
在
し
な
い
も
の

が
、
右
記
の
両
者
の
限
定
の
用
例
に
は
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
そ
の
具
体

例
を
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

伴
久
美
氏
は

「
さ
て
の
み
」
は

「
『
の
み
』
助
詞
だ
け
が
構
成
す
る
複
合
語
」

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（た
、
そ
の
例
が

一
例
あ
る
。

人
咲
ヒ
ケ
レ
ト
サ
テ
冽
ョ
過
ケ
リ

（
四

。
一
二
六

二

じ

次
は

「ば
か
り
」
の
意
味
は
限
定
に
は
違
い
な
い
が
最
大
限
を
示
す
も
の
で

あ
り
、

「
の
み
」
に
こ
れ
と
等
価
の
も
の
が
な
い
例
が
二
例
あ
る
。

思

ノ、‐
冽
川
ネ
サ
セ
ヶ
り

（七

・
五
五

・
八
）

何
事
モ
思

′、‐
川
り―

ハ
エ
コ
ソ

（
一
〇

。
一
四
四
・・
五
）

次
は

「
の
み
」
の
意
味
は
限
定
で
あ
る
が
慣
用
句
の
一
部
に
用
い
ら
れ
て
お

り
、
慣
用
句
の
意
味
が
添
加
で
あ
る
の
で
、

「
は
か
り
」
と
等
価
に
は
扱
え
な

い
用
例
が
八
例
あ
る
。

加
之

（
一
。
一
九

・
六
）

加
／之

（
一
。
三
〇

。
一
〇
）

加
之

（
二
。
九
二
。
一〇

加
之

（
三

。
一
一
三

。
九
）

加
之

（
六

。
一
九
八

・
八
）

シ
カ
川
ョ
ナ
ラ
ス

（
七

・
五
二
・
七
）

加
之

（九

・
八
八

。
九
）

加
之

（
一
〇

。
一
四
〇

。
一
一
）

次
は
慣
用
句
で
は
な
い
も
の
の
、
前
例
と
よ
く
似
た
も
の
で
あ
る
。
「
の
み
」

の
意
味
は
限
定
で
あ
る
が
、

「名
詞

・
連
体
形
＋
『
の
み
な
ら
ず
ヒ

全
体
で
文

脈
上
は
添
加
の
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
、

「ば
か
り
」
と
等
価
に
扱
え
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は
六
例
あ
る
。

是
ノ‐
ミ‐
ナ
ラ
ス
其
頃

ハ
（
一
。
四
二
上
○

匡
衡
風
月
ノ
才

ニ
ト
メ
ル
刻
ミ‐

ナ
ラ
ス
、
力
ゝ
ル
心

ハ
セ
ト
モ
深
カ
リ
ヶ

り

（
一
。
四
四

・
七
）

管
弦
川
ミ‐
ナ
ラ
ス
和
歌

二
優

ニ
コ
ソ
侍
レ

（
四

。
一
三

一
・
四
）

此
婦
麺
＾
ヨ
リ
賢
人
ノ
一
筋
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
思
慮
ノ
殊

二
深
ク
、
情
ケ
人

二
勝
レ
テ
オ
ハ
シ
ヶ
り

（
六

。
二
一
八

・
一
一
）

是
刻
ョ
ナ
ラ
ス
、
寛
算
力
雷
ト
ナ
リ

（
九

・
八
七

・
一
一
）

カ
ヤ
ウ
ノ
事
刻
ミ‐
ナ
ラ
ス
、
歌

ハ
イ
モ
セ
ノ
中
ヲ
モ
ヤ
ハ
ラ
ク
ル
媒
ナ
ル

・百

リ
テ

２

０

二

三

Ｔ

一
七
）

次
は

「
の
み
」
の
意
味
は
限
定
で
あ
る
が
、
前
例
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。

「
名
詞

・
連
体
形
十
『
の
み
』
＋
『
に
あ
ら
ず
ヒ

の
形
で
、

「
に
あ
ら
ず
」
が
ま

だ

「潤
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
が
、　
７
…
・の
み
に
あ
ら
ず
」

全
体
で
文
脈
上
は
添
加
の
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も

「ば
か
り
」

と
等
価
に
扱
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は
七
例
あ
る
。

行
尊

ハ
出
世
ノ
貴
川
劇

二
非
ス
、
世
間
ノ
心

ハ
セ
モ
イ
ミ
シ
カ

リ

ケ
リ

（
一　
。
一ハ
（）
。
一ハ
）



只
ウ
チ
キ
ク
カ
ヒ
カ
ミ
タ
ル
川
司

二
非
ス
、
ス
ヘ
テ
心
ノ
ス
ク
ナ
キ
程
モ

ヲ
シ
ハ
カ
ラ
ル
ゝ
也

（
一
上
全
ハ
。
一
し

カ
ヤ
ウ
ノ
振
舞
ノ
ミ
ニ
非
ス
、
詩
歌
ナ
ト
ニ
ツ
ケ
テ

モ

（
一
・
七
六

。

七
）
勅
答
カ
ヘ
ラ
レ
ケ
ル
ノ
ミ
ニ
非
ス
、
広
相
フ
ト
カ
ニ
行

ハ
ル
ヘ
キ
ヨ
シ
朝

儀

二
及
フ

（
四

・
〓
一一八

上
○

カ
コ
ミ
ヲ
ノ
カ
レ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
、
其
身
ツ
ゝ
カ
オ
ハ
シ
マ
サ
ゝ
リ

ヶ
り

（
六

。
一
八
九

。
一
）

ツ
ゝ
シ
ミ
シ
タ
カ
フ
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
、
無
跡
マ
テ
モ
貞
女
峡
ノ
月
ヲ
ナ
カ

メ

（
六

。
一
九
七

。
一
一
）

敵

二
向
テ
勝
負
フ
ア
ラ
ハ
ス
川
司

ニ
ア
ラ
ス
、
打
任
セ
タ
ル
事

ニ
モ
其
徳

多
ク
聞

ユ

（
一
〇

。
一
四
五

。
一
〇
）

次
は

「
の
み
」
の
意
味
は
限
定
で
あ
る
が
、
「名
詞
＋
『
の
み
』
＋
『
に
か
ぎ
ら

ず
ヒ

全
体
で
文
脈
上
は
添
加
の
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
、
「
ば
か
り
」
と

等
価
に
扱
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は
一
例
あ
る
。

ス
ヘ
テ
可
然
所
ノ
ミ
ニ
限
ラ
ス
、
夕
ヽ
ウ
チ
ア
ル
人
ノ
許

ニ
ツ
カ
ヘ
シ
タ

カ
ハ
ム
類
マ
テ
モ

（七

・
六
三

・
一
じ

以
上
が

一
方
の
用
例
と
等
価
の
も
の
が
他
方
で
は
存
在
し
な
い
も
の
の
用
例

で
あ
る
が
、
そ
の
用
例
数
は
、

「
の
み
」
に
二
三
例
、

「
は
か
り
」
に
二
例
あ

る
こ
と
が

わ

か
る
。
こ
れ
ら

の
用
例

を

「
の
み
」
と

「
は
か
り
」
の
限
定

∩
強
調
と
も
限
定
と
も
取
れ
る
も
の
」
も
含
む
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
全
用
例
か
ら

除
い
た
用
例
が
、

「
の
み
」
と

「ば
か
り
」
の
等
価
の
用
例
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、

「
の
み
」
と

「ば
か
り
」
の
等
価
の
用
例
数
は
、

「
の
み
」

二
八
例
、

「ば
か
り
」
四
九
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

「
の
み
」
と

「ば

か
り
」
の
比
率
は
、

「
の
み
」
が
三
六

・
四
％
で
、

「ば
か
り
」
が
六
三

・
六

％
で
、

「ば
か
り
」
の
方
が

「
の
み
」
よ
り
優
勢
で
あ
る
と
言

え

る
。
な
お

「ば
か
り
」
の

「
（
ほ
ん
の
）
…
…
ぐ
ら
い

（
だ
け
と

の
意
味
の
も
の

（
三
例
）

は
、

「
の
み
」
に
こ
の
意
味
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
等
価
の
用
例
に

加
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

三

こ
の
項
で
は
、
「
の
み
」
と

「
は
か
り
」
の
等
価
の
全
用
例

（「
の
み
」
二
人

例
、

「ば
か
り
」
四
九
例
）
に
つ
い
て
、
用
法
か
ら
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

用
法
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

「
の
み
」

「ば
か
り
」
の
上
接
部
の
下
部

へ
の
懸
か

り
方
に
注
目
し
、
次
に

「
の
み
」

「ば
か
り
」
の
上
接

・
下
接
の
助
詞
に
注
目

す
る
こ
と
に
し
、
分
類
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
和
歌
の
用
例
に
つ
い
て
は
、

用
例
の
上
に
☆
印
を
付
す
こ
と
に
す
る
。
会
話
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
注
記

す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
強
調
と
も
限
定
と
も
取
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

用
例
の
上
に
＊
印
を
付
す
こ
と
に
す
る
。

１
　
懸
か
る
動
詞
が
主
格
を
取
る
も
の

（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
も
含
む
）

例
①
ツ
ネ
ハ
エ
マ
シ
キ
事
ノ
ミ
ア
レ
ハ
（七

・
四
四

・
七
）

＊
木

ハ
ナ
ク
テ
梅
花

′、‐
川
川
雪
ノ
如
ク
散
テ

（
四

。
一
一
八

二
３

如
形
後
車
斗
ソ
有
ケ
ル

（
六

。
二
〇
二
・
五
）

四
句
ノ
儡

ハ
カ
リ
此
紙

二
顕
現
セ
リ

（
六

。
二
〇
六

。
三
）

身
斗
只

一
人
出
タ
ル
事

ニ
シ
テ

（
六

。
三
二
〇

・
五
）

貴
殿

ハ
カ
リ
ソ
書
ヒ
ラ
カ
レ
ム
ト
思
フ

（
七

。
一
九

・
八
）
会
　
男
↓
男

ミ
ト
リ
ハ
カ
リ
残
リ
テ

（
一
〇

。
九
六

・
五
）

例
② *



是
等
ニ
テ
見
マ
ハ
レ
ト
′、‐
川
＝
有
ケ
リ

（
五

。
一
四
九

。
一
一
）

右
記
の
例
①
を
見
て
み
る
と
、

「
の
み
」
と

「ば
か
り
」
の
用
法
は
全
く
同

じ
で
あ
る
。
用
例
数
は

「
の
み
」
が

一
例
で
、

「ば
か
り
」
が
六
例
で
あ
る
の

で
、
用
例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
こ
の
用
法
に
は

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大
の

兆
れ
か
哺
厖
∝
罐
、一
藤
「
鉢
糾
粋
が
」
詞
ご
＋
『ば
か
り
』
に
動
詞
」
の
用
法

で
あ
る
が
、

「
卜

（
い
ふ
こ
と
）

′、‐
川
州
プ

リ
」
の
意
で
あ
る
の
で
、
例
①
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
。

２
　
懸
か
る
動
詞
が

「
…
…
を
」
の
格
を
取
る
も
の

（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
も

含
む
）
例
③
偏

二
食
物
フ
ノ
ミ
思
故

二
害
ヲ
待
ナ
リ

（
五

。
一
六
〇

。
一
）

会
　
女
↓
女

蟷
螂
又
蝉
ヲ
ノ
ミ
守
テ

（
六

。
一
六
七

・
七
）
　
　
　
会
　
男
↓
男

黄
雀
又
蟷
螂
ヲ
ノ
ミ
守
テ

（
六

。
一
六
七

・
八
）
　
　
会
　
男
↓
男

童
子
又
黄
雀
ヲ
ノ
ミ
守
テ

（
六

。
一
六
七

・
九
）
　

会
　
男
↓
男

此
皆
前
利
ヲ
ノ
ミ
思
テ

（
六

。
一
六
七

。
一
一
）
　
　
会
　
男
↓
男

鶴
フ
イ
ミ
愛
ｒ
ア

（
六

。
一
七
二
二

）

＊
人

二
要
事
フ
ノ
ミ
イ
ヒ
カ
ヶ

（
六

。
二
一
一
。
一
〇
）

＊
諸
ノ
ア
シ
キ
事
ヲ
ノ
ミ
思
フ

（
八

・
六
七

・
六
）

京
極
御
息
所
ヒ
ト
ヽ
コ
ロ
フ
ノ
ミ
具
シ
奉
テ

（
八

・
七
六

・
七
）

☆
＊
イ
マ
コ
ソ
コ
ソ
ニ
声
ヲ
ノ
ミ
キ
ヶ

（
八

・
七
七

・
一
一
）

拍
子

ハ
カ
リ
フ
ウ
チ
テ

（
一
。
三
ハ
・
四
）

＊
其
女
房
赤
袴

′、‐
川
川
フ
腰

二
巻
テ

（
四

ｏ
一
二
九

・
五
）

花
ノ
本

二
春
計
ヲ
契
り

（
五

。
一
四
四

。
一
〇
）

☆
イ
マ
ハ
タ
ゝ
思
ヒ
タ
エ
ナ
ン
ト
ハ
カ
リ
フ
人
ツ
テ
ナ
ラ
テ
イ
フ
ョ
シ
モ

カ
ナ

（
五

。
一
五
六

・
三
）

其
肝

ハ
カ
リ
フ
土
ノ
上

ニ
ノ
ョ
シ
テ

（
六

。
一
七
二
・
三
）

年
来
秘
蔵
シ
テ
持
タ
リ
ケ
ル
水
瓶

ハ
カ
リ
フ
腰

二
付

テ

（
七

・
七

・

一ハ
）
盛
俊

ハ
馬
斗
ヲ
損
タ
リ
ケ
ル

（
六

。
二
〇
四

・
八
）

フ
ロ
カ
ナ
ル
類

ハ
人
ノ
ミ
ル
′、‐
川

―，―
デ
憚
テ

（
六

。
二
一
六

。
二
）

笛
斗
フ
ト
リ
テ

（
六

。
二
一
七

。
九
）

火

ハ
カ
リ
フ
取
セ
テ

（
七

・
一
一四

。
四
）

御
使

ハ
御
葉
ニ
ツ
メ
シ
ア
ル
由
斗
フ
申
テ

（
七

・
五
八

・
一
〇
）

＊
耳
近
キ
ハ
カ
リ
フ
シ
ル
ス

（
一
〇

。
一
一
一
・
七
）

＊
中
ホ
ト
′、‐
川
川
ヲ
見
給
ケ
ル
ニ
ヨ
リ
テ

（
一
〇

。
一
五
八

。
一
〇
）

名

ハ
カ
リ
フ
シ
ル
シ
ト
ゝ
ム
ル
ア

ハ
レ
サ

ニ
（
一
〇

。
一
八
四

。
一

一
）

例
④
桑
ノ
ミ
ト
リ
テ

（
五

。
一
五
七

・
八
）

気
色

ハ
カ
リ
ユ
ツ
ル
由
ヲ
セ
ラ
ン
ケ
ル
ニ

（

小
袖

二
袴

ハ
カ
リ
キ
テ
ヌ
ケ
テ
落
タ
リ

（
一

家
主

ハ
紺
ノ
直
垂
斗
着
テ
袴

ハ
キ
ス

（
三

・

コ
ト
カ
ラ
ハ
カ
リ
オ
ト
サ
ン
ト
思
也

（
四

・

尼
上
ハ
紙
余
卜
云
物
斗
ヒ
キ
ゝ
テ

（六
。
三
二

例
⑤
卜
′ヽ―
冽
Ｊ
ム
懸
テ

（
一
二
二
九

・
五
）

ト
ハ
カ
リ
一否
ア
３
一
。
九
五
。
一
〇
）

・
五
七

・
八
）

八
二
。
九
）

〇

一
・
七
）

二
一
・
七
）
会
　
男
↓
男

一　
。
八
）



ト
ハ
カ
リ
云
テ

（
四

。
一
一
八

・
八
）

ト
ハ
カ
リ
云
テ

（
六

。
二
一
四

。
二
）

ト
ハ
カ
リ
ウ
チ
云
テ

（
八

・
七

一
。
一
〇
）

ト
ハ
カ
リ
ノ
給
テ

（九

・
八
五

。
九
）

右
記
の
例
③
の

「名
詞
＋
『
を
』
＋
『
の
み
』↓
動
詞
」

（
Ａ
と
す
る
）
の
用
法

は
、

「
の
み
」
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「名
詞

・
連
体
形

。
『
と

（引

用
の
格
助
詞
ご
＋
『ば
か
り
』
＋
『
を
』↓
動
詞
」
（
Ｂ
と
す
る
）
の
用
法
は
、
「ば

か
り
」
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
と
Ｂ
の
表
わ
す
意
味
は
等
価
で
あ

る
の
に
、
用
法
は
全
く
異
な

っ
て
い
る
。
用
例
数
は
Ａ
が

一
〇
例
、
Ｂ
が

一
四

例
で
、
両
者
と
も
に
か
な
り
の
用
例
数
を
持

っ
て

い
る

の
に
、
Ａ
に

「ば
か

り
」
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
Ｂ
に

「
の
み
」
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の

で
、
Ａ
は

「
の
み
」
専
用
の
用
法
で
あ
り
、
Ｂ
は

「ば
か
り
」
専
用
の
用
法
で

じ
（
あ
越
一

『 言
餞
臓
ば
」
¨
Ｍ
」
“
¨
剛
は
独
岬
け
辞
嗽
け
筆
Ⅵ
隔
［
囃
晟
畦
α
向
ヽ

「
は
か
り
」
が

「
の
み
」
に
代
わ
り
Ａ
の
用
法
を
浸
食
し
よ
う
と
す
る
様
相
は

全
く
見
ら
れ
な
い
と
言
え
る
。
な
お
Ｂ
の
用
法
に

「☆
イ
マ
ハ
タ
ヽ
思
ヒ
タ
エ

ナ
ン
ト
ハ
カ
リ
フ
人
ツ
テ
ナ
ラ
テ
イ
フ
ヨ
シ
モ
カ
ナ
」
を
入
れ
た
の
は
、
前
述

（例
②
）
の
よ
う
に

「
ト
ノ、‐
川
川
フ
」
は

「
卜

（
い
ふ
こ
と
）

′、‐
刻
州
フ
」
の

意
で
あ
る
の
で
、
例
③
の
他
の

「ば
か
り
」
の
用
例
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
こ

こ
で
取
り
上
げ
た
。
な
お
ま
た
例
③
の

「偏

二
食
物
ヲ
…
…
」
か
ら

「鶴
フ
ノ

ミ
…
…
」
ま
で
の
六
例

（「蟷
螂
又
蝉
ヲ
…
・・」

以
下
五
例
は
一
説
話
中
の
も

の
）
、
「其
肝

ハ
カ
リ
ヲ
…
…
」
の
一
例
、

「中
ホ
ト
ハ
カ
リ
フ
…
…
」
の
一
例

は
、
説
話
素
材
が
中
国
の
も
の
で
あ
る
。

右
記
の
例
④
は

「名
詞
＋
『
の
み

。
ば
か
り
』
↓
動
詞
」
の
用
法
で
、
「
の
み
」

「ば
か
り
」
は
意
味
、
用
法
と
も
に
等
価
で
あ
る
。
用
例
数
が

「
の
み
」

一
例

に
対
し
て
、

「ば
か
り
」
が
五
例
も
あ
る
の
で
、
こ
の
用
法
に
は

「ば
か
り
」

の
勢
力
拡
大
の
兆
し
が
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お

「桑
刻
司
ト
リ

テ
」
の
説
話
素
材
は
中
国
の
も
の
で
あ
る
。

右
記
の
例
⑤
は

「『
と

（引
用
の
格
助
詞
と
＋
『ば
か
り
』
↓
動
詞
」
の
用
法

で
あ
る
が
、
前
述

（例
②
）
の
よ
う
に

「
卜

（
い
ふ
こ
と
）

′、‐
刻
川
イ
フ
」
の

意
で
あ
る
の
で
、
例
④
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
。
な
お
例

⑤
を

「
卜

（
い
ふ
こ
と
を
）

′、‐
刻
川
イ
フ
」

「
卜

（
い
ふ
こ
と
）

′、‐
刻
川
（
を
）

イ
フ
」
と
取
ら
な
か
っ
た
の
は
、
前
者
は
「
フ
ハ
カ
リ
』↓
動
詞
」
の
用
法
が

『
十

訓
抄
』
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
（例
③
）
か
ら
、
後
者
は
「
☆
イ
マ
ハ
タ
ゝ
思
ヒ
タ

エ
ナ
ン
ト
ハ
カ
リ
フ
人
ツ
テ
ナ
ラ
テ
イ
フ
ヨ
シ
モ
カ
ナ
」

（
例
③
）
と
い
う
用

例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
右
記
の
例
⑤
は

「ば
か
り
」
だ
け
に
六
例
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
懸
か
り

の
動

詞
が

「
い
ふ

合
い
ひ
か
く
』
『
う
ち
い
ふ
』

『
の
た
ま
ふ
』
を
含
む
と

だ
け
で
あ
る
の
で
、
慣
用
化
さ
れ
た
用
法
と
言
え
る
。

し
か
し

「
の
み
」
に
例
⑤
の
用
法
が

一
例
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
例
⑤
の
用

法
は

「ば
か
り
」
専
用
化
の
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
と
同
時
に
、
「ば
か
り
」
の

勢
力
拡
大
の
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
と
思
う
。
例
④
の

「ば
か
り
」

の
用
例
数
に
、
例
⑤
の
用
例
数
を
も
加
味
し
て
考
え
る
と
、
例
④
の
用
法
に
は

い
っ
そ
う

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大
の
様
相
が
あ
る
と
言
え
る
。

３
　
懸
か
る
動
詞
が

「
…
…
に
」
の
格
を
取
る
も
の

例
⑥
☆
＊
オ
モ
カ
ケ
ニ
ノ
ミ
マ
タ
キ
立
ラ
ム

（
一
・
三

一
・
八
）

＊
イ
ト
ゝ
限

ニ
ノ
ミ
見

エ
ケ
レ
ハ
（
一
・
七
五

。
二
）

☆
＊
世
中
ノ
ア
サ
キ
セ
ニ
刻
司
ナ
リ
ユ
ケ
ハ
（
八

・
七
六

。
一
一
）

＊
雲
ノ
カ
ケ
ハ
シ
ヨ
ソ
ニ
ノ
ミ
年
ヲ
ヘ
ケ
ル
事

（
一
〇

。
一
二
七

・
三
）

例
⑦



何
ソ
只
蘭
相
如
川
ミ‐

ニ
カ
キ
ラ
ム
ヤ

（
一
。
一
八

・
七
）

念
仏
ノ
儀

′、‐
刑
川

ニ
ト
リ
ョ
レ
リ
ケ
ル
・一
ヤ

（
一
〇

。
一
二
五

・
一
し

右
記
の
例
⑥
は

「名
詞
＋
『
に
』
＋
『
の
み
』↓
動
詞
」
の
用
法

で
あ

る
が
、

物

財

話

』

脚
賊

摯

麗

場

膳

鶴

鯉

鮮

媒

絆

け

「ば
か
り
」
が

「
の
み
」
に
代
わ
り
こ
の
用
法
を
浸
食
し
ょ
う
と
す
る
様
相
は

見
ら
れ
な
い
と
言
え
る
。

右
記
の
例
⑦
は

「名
詞
＋
『
の
み

。
ば
か
り
』
十
『
に
』↓
動
詞
」
の
用
法
で
あ

る
が
、

「
の
み
」
に
一
例
、

「ば
か
り
」
に
一
例
あ
る
だ
け
で
、
用
例
数
が
少

な
い
の
で
、

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
い
。

４
　
懸
か
る
動
詞
と
格
関
係
が
な
い
も
の

（名
詞
に
つ
く
）

顕
忠
卿
川
司
ソ
深
ク
天
神

二
恐
レ
畏
テ

（
六

。
二
〇
二
。
三
）

☆
ワ
カ
ヤ
ト
引
刊
ソ
ヶ
フ
リ
絶
タ
ル

（
一
〇

・
三
二
七

・
七
）

カ
ラ
ウ
シ
テ
命

′、‐
刻
州
生
テ

（
一
。
二
〇

・
七
）

命

ハ
カ
リ
ハ
生
タ
リ
ケ
レ
ト
モ

（
七

。
一
一
・
五
）

帝
訓

ハ
御
衣

ハ
タ
エ
ヲ
カ
ク
ス

（
五

。
一
六
二
・
八
）

命
斗

ハ
イ
ヶ
レ
ト
モ

（
七

・
九

。
一
）

＊
ソ
レ
・、‐翻
引

ノ、
．

ナ
ト
カ
ー
ブ

２

０

上

六
九

二

じ

会
　
男
↓
男

右
記
の

「
の
み
」
と

「ば
か
り
」
の
用
法
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
両
者
の
下

接
助
詞
も
係
助
詞

（「
ぞ
」
二
例
、
「
は
」
四
例
）
で
あ
る
。

用

例
数

は

「
の

み
」
が
二
例
で
、

「ば
か
り
」
が
五
例
で
あ
る
の
で
、
用
例
数
は
少
な
い
も
の

の
、
こ
の
用
法
に
は

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大
の
兆
し
が
あ
る
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
な
お
こ
こ
に

「
ソ
レ
ハ
カ
リ
ハ
ナ
ト
カ
ト
テ
」
を
入
れ
た
の
は
、

「
ソ
レ
′、‐
冽
州

ハ
ナ
ト
カ

（忘
れ
む
）
ト
テ
」
の
意
で
あ
る
の
で
、
他
の
用
例

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
。

５
　
懸
か
る
動
詞
と
格
関
係
が
な
い
も
の

（副
詞
に
つ
く
）

加
様
ノ
手
合

ハ
サ
刻
司

コ
ソ
侍
レ

（
三

。
一
〇
五

・
三
）会
　
男
↓
男

サ
ノ‐
ミ‐

コ
ソ
ア
レ

（七

・
三

一
。
四
）
　
　
　
　
　
　
会
　
男
↓
男

右
記
の
用
法
は

「
の
み
」
だ
け
に
二
例

（
両
者
の
下
接
助
詞
は
係
助
詞

「
こ

そ
し

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
用
例
数
が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
何
と

も
言
え
な
い
。

６
　
懸
か
る
動
詞
と
格
関
係
が
な
い
も
の

（接
続
助
詞
に
つ
く
）

☆
＊
木
カ
ク
レ
テ
刻
ミー
月
フ
ミ
ル
カ
ナ

（
一
〇

。
一
二
七

・
四
）

右
記
の
用
法
は

「
の
み
」
だ
け
に
一
例
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
用
例
数

が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
何
と
も
言
え
な
い
。

７
　
懸
か
る
も
の
が
形
容
詞
で
あ
る
も
の

＊
庭

ハ
ア
レ
テ
蓬
ノ
ミ
徒

二
茂
シ

（
二

・
九

一
。
九
）

右
記
の
用
法
は

「
の
み
」
だ
け
に
一
例
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
用
例
数

が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
何
と
も
言
え
な
い
。

８
　
懸
か
る
も
の
が
助
動
詞
で
あ
る
も
の

（名
詞

・
連
体
形

。
「
と
Λ
引
用
の

格
助
詞
Ｖ
」
に
つ
く
）

例
③
☆
＊
思
川
司

コ
ソ
シ
ル
ヘ
ナ
リ
ケ
レ

（
一
・
八
二
。
三
）

侍
従
大
納
言

′、‐
川
川

コ
ソ
優
ノ
人

ニ
オ
ハ
ス
レ

（
一
。
四
〇

・
四
）

例
⑨
徒

ニ
ア
マ
タ
ノ
露
霜
フ
送
ル
′、‐
川
川
也

（序

。
一
〇

・
五
）

＊
只
道
理
ノ
フ
ス
所
ヲ
申

ノ、‐
川
州
也

（
三

。
一
〇
四

・
七
）会
　
男
↓
男



鋸
ン
凱
参

ハ
今
日
斗

ニ
テ
候

（に

。
一
〇
六

・
七
）
　

会
　
男
↓
男

其
便

ニ
マ
ウ
テ
キ
タ
リ
タ
ル
許
也

（
四

。
一
二
三

。
四
）

傘
口「計
」）　
　
　
　
　
　
会
　
男
↓
男

我
オ
ヤ
ノ
命

ニ
ヨ
リ
テ
桑
ヲ
取
訓
也

（
五

。
一
五
七

。
一
〇
）

会
　
女
↓
男

此
等

ハ
身
ノ
為
フ
カ
マ
ヘ
ゝ
ツ
ラ
ヘ
ル
計

ニ
テ

（
六

。
三
ハ
七

・
四
）

松
ノ
葉

ハ
カ
リ
ニ
テ
ハ
命
イ
ク
ヘ
ク
モ
ミ
エ
ネ

ハ
（
七

・
八

。
一
〇
）

季
春
事
ノ
ヤ
ウ
ヲ
申
ノ
フ
ル
ハ
カ
リ
ニ
コ
ソ
存
候
ツ
レ

（
一
〇

。
一
七

三
。
一）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準（製
　
男
↓
男

例
⑩
ト
ハ
カ
リ
ニ
テ
ノ
給
セ
ヌ
ヲ

（
五

。
一
六

一
・
二
）

ト
ハ
カ
リ
ニ
テ
ヤ
ミ
ニ
ケ
リ

（
一
〇

。
一
六
七

・
四
）

右
記
の
例
③
は

「名
詞
＋
『ば
か
り
』
↓
助
動
詞

翁
な
り
Λ
断
定
Ｖ
し
」
の
用

法
で
あ
る
が
、

「
の
み
」

「
は
か
り
」
に
そ
れ
ぞ
れ

一
例

（
両
者
の
下
接
助
詞

は
係
助
詞

「
こ
そ
し

あ
る
だ
け
で
、
用
例
数
が
少
な
い
の
で
、
「ば
か
り
」
の

勢
力
拡
大
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
い
。

例
③
は

「名
詞

・
連
体
形
＋
『ば
か
り
』
↓
助
動
詞

（『
な
り
∧
断
定
Ｖ
し
」

の
用
法
で
あ
る
が
、　
一‐名
詞

・
連
体
形
＋
助
動
詞

（『
な
り
∧
断
定
Ｖ
し
」

の

用
法
に
「ば
か
り
」
が
分
け
入

っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
⑨
は
「ば
か
り
」
に
用
例

が
八
例
も
あ
る
の
に
、
「
の
み
」
に
全
く
用
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
八
例

中
五
例
が
会
話
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
か
ら
、
こ
の
用
法
に
は

「
は
か
り
」

の
勢
力
拡
大
の
様
相
が
あ
る
と
同
時
に

「ば
か
り
」
専
用
化
の
傾
向
が
あ
る
と

言
え
る
。
な
お
例
③
に

「季
春
事
ノ
ャ
ウ
ヲ
申
ノ
フ
ル
ノ、‐
川
り‐

ニ
コ
ソ
存
候
ツ

レ
」
を
入
れ
た
の
は
、

「申
ノ
フ
ル
ハ
カ
リ
ニ
（あ
り
と
）

コ
ソ
存
候
ッ
レ
」

の
意
で
あ
る
の
で
、
他
の
用
例
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
。

な
お
ま
た

「我
オ
ヤ
ノ
命

ニ
ヨ
リ
テ
…
…
」
の
説
話
素
材
は
中
国
の
も
の
で
あ

ス
つ

。

例
⑩
は

「
と

（引
用
の
格
助
詞
ご
＋
『ば
か
り
』
↓
助

動

詞

（『
な
り
人
断

定
Ｖ
し
」
の
用
法
で
あ
る
が
、
前
述

（例
②
例
⑤
）
の
よ
う
に

「
卜

（
い
ふ
こ

と
）

ハ
カ
リ
ニ
テ
」
意
で
あ
る
の
で
、
例
③
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
こ
こ
で
取

り
上
げ
た
。
例
⑩
は

「ば
か
り
」
だ
け
に
二
例
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
③

の
用
例
数
に
、
例
⑩
の
用
例
数
も
加
味
し
て
考
え
る
と
、
い
っ
そ
う
例
⑨
の
用

法
に
は

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大
の
様
相
が
あ
る
と
言
え
る
。

９
　
懸
か
る
も
の
が
助
動
詞
で
あ
る
も
の

（
副
詞
に
つ
く
）

＊
サ
ノ
ミ
ハ
人
ノ
上
ナ
レ
ハ
シ
ル
サ
ス

（九

。
九
〇

・
七
）

カ
ヤ
ウ
ノ
事
ア
マ
タ
ア
レ
ト
モ
サ
イ

入ヽ

ナ
レ
ハ
２

０

・
三

一
・

七
）

右
記
の
用
法
は

「
の
み
」
だ
け
に
二
例

（
両
者
の
下
接
助

詞

は
係
助

詞

「
は
」
）
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
用
例
数
が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
何
と

も
言
え
な
い
が
、
下
接
助
詞
に
つ
い
て
は
５
の
用
例

（
二
例
）
と
も
考
え
合
わ

せ
る
と
、
伴
久
美
氏
の

「『
さ
の
み
』

は
係
助
詞
に
し
か
続
か
な
い
」
の
指
摘

に
合
い
、
平
安
時
代
か
ら
の

「
の
み
」
専
用
の
用
法
と
も
言
え
る
。
な
お

「
カ

ヤ
ウ
ノ
事
ア
マ
タ
ア
レ
ト
モ
サ
川
ョ

ハ
ナ
レ
ハ
」
は

「
サ
川
司

ハ
（和
歌
は
鬼

神
を
も
感
動
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
）
ナ
レ
ハ
」
の
意
で
あ
る
の
で
、
他
の
一
用

例
と
用
法
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

１０
　
言
い
切
り
に
な
る
。

☆
我
ノ
ミ
ト
思
ヒ
コ
シ
カ
ト

（
三

・
九
八

。
一
〇
）

☆
ヶ
フ
ノ
ミ
ト
ミ
ル
二
一捩
ノ
マ
ス
カ
ゝ
ミ

（
一
〇

。
一
三
八

。
一
）

右
記
の
用
法
は

「
の
み
」
だ
け
に
二
例
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
用
例
数

が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
何
と
も
言
え
な
い
。



以
上

「
の
み
」
と

「ば
か
り
」
の
用
法
を
見
て
来
た
が
、
両
者
の
用
法
に
於

け
る
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
２
の
例
③
に
両
者
の
対
立
が
あ
る
こ
と
、
両
者
に
用

例
が
あ
り
な
が
ら

「ば
か
り
」
に
用
例
が
多
い
も
の
が
１
の
例
①

・
２
の
例
④

ｏ
４
に
あ
る
こ
と
、

「
の
み
」
に
し
か
用
例
が
な
い
も
の
が
３
の
例
⑥

。
５

ｏ

６

・
７

・
９

ｏ
ｌＯ
に
あ
る
こ
と
、

「ば
か
り
」
に
し
か
用
例
が
な
い
も
の
が
１

の
例
②

。
２
の
例
⑤

・
８
の
例
⑨
例
⑩
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
和
歌
、
会
話
、
説
話
素
材
が
中
国
の
も
の
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

和
歌
の
用
例
数
は
、
「
の
み
」
八
例
、
「
ば
か
り
」

一
例
で
、
勢
力
は

「
の
み
」

が

「ば
か
り
」
を
圧
倒
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
音
節
数
の
制
限
に
拠
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
会
話
の
用
例
数
は
　
「
の
み
」
七
例
、
「ば

か

り
」
八
例
で
、
勢
力
は
ほ
ぼ
五
分
五
分
で
あ
る
が
、
分
類
別
に
見
て
み
る
と
、

「
の
み
」
は

「
の
み
」
に
し
か
用
例
が
な
い
用
法
の
も
の

（
２
の
例
③

・
５
）

が
七
例
で
、
用
法
形
式
は
二
種
類
で
あ
り
、

「
の
み
」
の
使
用
さ
れ
て
い
る
説

話
数
は
四
話
で
あ
る
の
に
対
し
て
、　
で
は
か
り
」
は

「
の
み
」

「ば
か
り
」
両

者
に
用
例
の
あ
る
用
法
の
も
の

（
１
の
例
①

。
２
の
例
④

。
４
）
が

〓
一
例
、

「ば
か
り
」
に
し
か
用
例
が
な
い
も
の

（
８
の
例
③
）
が
五
例
で
、
用
法
形
式

は
四
種
類
で
あ
り
、

「ば
か
り
」
の
使
用
さ
れ
て
い
る
説
話
数
は
七
話
で
あ
る
。

「
ば
か
り
」
に
は

「
の
み
」
「ば
か
り
」
両
者
に
用
例
の
あ
る
用
法
が
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た

「ば
か
り
」
は

「
の
み
」
に
比
べ
て
用
法
形
式
、
使
用
説

話
数
が
多
い
こ
と
と
か
ら
、
会
話
に
於
い
て

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大
の
様
相

が
あ
る
と
言
え
る
。
位
相
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
い
。
な
お
会
話
で
同

一

説
話
に

「
の
み
」
と

「
は
か
り
」
が
併
用
さ
れ
て
い
る
例

（第
三
の
一
〇
話
、

「
の
み
」

一
例
、
「ば
か
り
」
二
例
）
が
あ
る
が
、
「
の
み
」
と

「ば

か
り
」
の

用
法
形
式
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
何
と
も
言
え
な
い
。
説
話
素
材
が
中
国
の

も
の
に

「
の
み
」
が
七
例
、

「ば
か
り
」
が
三
例
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
使
用

さ
れ
て
い
る
説
話
数
は

「
の
み
」
三
話
、
「ば
か
り
」
三
話

で
あ

る
が
、
「
の

み
」
は
第
六
の
一
話
に
四
例
、
第
六
の
八
話
に
二
例
と
割
合
ま
と
ま

っ
て
使
用

さ
れ
て
い
る
の
で
、
説
話
素
材
が
中
国
の
も
の
に
は

「
の
み
」
を
使
用
し
よ
う

と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
な
お
説
話
素
材
が
中
国
の
も

の
で
同

一
説
話
に

「
の
み
」
と

「ば
か
り
」
が
併
用
さ
れ
て
い
る
例
は
な
い
。

ま
と
め

「名
詞
＋
『
を
』
＋
『
の
み
』↓
動
詞
」
の
用
法
は
、

「
の
み
」
だ
け
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
「
名
詞

・
連
体
形

。
『
と

（引
用
の
格
助
詞
と
＋
『ば
か
り
』
＋

『
を
』↓
動
詞
」
の
用
法
は
、　
で
は
か
り
」
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
勢
力
も
両
者
と
も
に
強
い
。
こ
の
様
相
か
ら
前
者
は

「
の
み
」
専
用
の
用
法

で
あ
り
、
後
者
は

「ば
か
り
」
専
用
の
用
法
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
こ
の
両

者
の
様
相
か
ら
は

「ば
か
り
」
が

「
の
み
」
の
用
法
を
浸
食
し
よ
う
と
す
る
様

相
は
全
く
な
い
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大

の
様
相
は
全
く
な
い
と
言
え
る
。
両
者
の
特
徴
は
、

「
の
み
」
は
格
助
詞
に
下

接
し
、

「ば
か
り
」
は
格
助
詞
に
上
接
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
は

「名
詞
＋
『
に
』
＋
『
の
み
』
↓
動
詞
」
の
用
法
が

「
の
み
」
だ
け
に
し
か
見

ら
れ
な
い
こ
と

（
た
だ
し
、

「名
詞
＋
『
の
み

。
ば
か
り
』
＋
『
に
』↓
動
詞
」
の

用
法
は
あ
り
、
「
の
み
」
は
格
助
詞
に
上
接
も
す
る
）
、
ま
た

『
十
訓
抄
』
に
於

い
て

「ば
か
り
」
が
格
助
詞
に
下
接
し
た
用
例
が

一
例
も
な
い
こ
と
か
ら
も
補

強
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
の
み
」

「ば
か
り
」
両
者
に
用
例
の
あ
る
用
法
で
、

「ば
か
り
」
の
方
が

「
の
み
」
よ
り
勢
力
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
用
法
は
、
次
の
三
用
法
で
あ
る
。

「
の
み
」

「ば
か
り
」
の
上
接
部

（名
詞
）
の
懸
か
る
動
詞
が
主
格
を
取
る

も
の

（
１
の
例
①
）



「
の
み
」

「
は
か
り
」
の
上
接
部

（名
詞
）
の
懸
か
る
動
詞
が

「
…
…
を
」

の
格
を
取
る
も
の
で
、
「
を

（格
助
詞
と

が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

（
２
の

例
④
）「の
み
」

「ば
か
り
」
の
上
接
部

（名
詞
）
が
懸
か
る
動
詞
と
格
関
係
が
な

い
も
の

（
４
）

こ
れ
ら
の
用
法
に
は
、　
Ｆ
は
か
り
」
に
勢
力
拡
大
の
様
相
が
あ
る
と
言
え
る
。

さ
て
、

「
の
み
」

「ば
か
り
」
の
上
接
部

（名
詞
）
の
懸
か
る
動
詞
が

「
…
…

を
」
の
格
を
取
る
も
の
で
、
「
を

（格
助
詞
と

が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
用
法
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
用
法
に

「ば
か
り
」
の
勢
力
拡
大
の
様
相
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
　
こ
の
用
法
は

「ば
か
り
」
が

「名
詞
＋
『
を
』
＋
『
の
み
』
↓
動

詞
」
の
用
法

（『
十
訓
抄
』
で
は

「ば
か
り
」
は
こ
の
用
法
に
全
く
食
い
込
め

な
か
っ
た
）
を
浸
食
し
て
行
く
過
渡
的
な
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
も
良
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

「
ば
か
り
」
だ
け
に
用
例
の
あ
る
用
法
で
、
勢
力
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
用

法
は
、
コ
と
（引
用
の
格
助
詞
ご
＋
『ば
か
り
』↓
動
詞
」
（
２
の
例
⑤
）
と

「名

詞

・
連
体
形
＋
助

動

詞

（『
な
り
∧
断
定
Ｖ
』
と

の
用
法
に

「ば
か
り
」
が
分

け
入

っ
た
も
の

（
８
の
例
⑨
）
と
で
あ
る
が
、
前
者
は
動
詞
が
す
べ
て

「
い
ふ

合
い
ひ
か
く
』
『
う
ち
い
ふ
』
『
の
た
ま
ふ
』
を
含
む
と

で
あ
る
の
で
、
慣
用

化
さ
れ
た
用
法
と
言
え
る
。
ま
た
両
者
の
用
法
に

「
の
み
」
の
用
例
が
全
く
な

い
こ
と
か
ら
、
両
者
の
用
法
に
は

「ば
か
り
」
専
用
化
の
傾
向
が
あ
る
と
言
え

２
つ
。以

上
か
ら

『
十
訓
抄
』
に
於
け
る

「
の
み
」
と

「ば
か
り
」
は
平
安
時
代
に

於
け
る
用
法
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、

「ば
か
り
」
が
次
第
に
勢
力
を
拡
大
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。

注（
１
）

「平
安
朝
散
文
に
於
け
る

『
の
み
』
と

『ば
か
り
』
に
つ
い
て
」

（『実
践
女
子
大

学
紀
要
＾
第
二
集
Ｖ
』
昭
和
二
九
年

一
月
）

（
２
）

弓
ば
か
り
』
と

『
の
み
』
の
研
究
」
合
国
文
学
Λ
解
釈
と
教
材
の
研
究
Ｖ
』
学
燈

社
、
昭
和
三
四
年
七
月
）

（
３
）

『
日
本
文
法
大
辞
典
』

（明
治
書
院
）
の

「ば
か
り
」
の
項

（
４
）

「中
世
に
お
け
る
副
助
詞

『ば
か
り
』
に
つ
い
て
―
意
味
変
遷
を
中
心
と
し
て
―
』

合
文
芸
研
究
∧
第

一
二
九
集
Ｖ
』
平
成
四
年

一
月
）

（
５
）

古
典
文
庫
版

『
十
訓
抄

（片
仮
名
本
と

を
使
用
す
る
。

（
６
）

『十
訓
抄
』
に
は

「
ハ
カ
リ
」
は
一
四
六
例
あ
る
が
、
次
の
六
例
は
名
詞

（意
味

「目
当
て
し

で
あ
る
の
で
除
い
た
。
な
お
用
例
の
後
に
そ
の
語
の
所
在
場
所
を
示
し

た
が
、
上
段
は
章
段
を
、
中
段
は
ベ
ー
ジ
数
を
、
下
段
は
行
数
を
示
す
。
以
下
同
じ

く
す
る
。

ト
カ
ク
イ
フ
ハ
カ
リ
ナ
ク
テ

（七
・
八
・
九
）

ス
ヘ
テ
云
ハ
カ
リ
ナ
シ

（七
・
五
七
・
四
）

大
方
浅
猿
ト
モ
云
ハ
カ
リ
ナ
シ

（七
・
六
〇

・
七
）

雨
サ
ヘ
フ
リ
Ｚ
ム
ハ
カ
リ
ナ
シ

（
一
〇

・
一
四
六
・
九
）

人
々
感
歎
イ
フ
′、‐
川
州
ナ
シ

（
一
〇

・
一
四
七
・
一
）

ト
カ
ク
云
ハ
カ
リ
ナ
ク
テ

（
一
〇

。
一
六
七
・
四
）

（７
）

イ
ツ
モ
小
雑
色
フ
一
人
ハ
カ
リ
フ
相
共
タ
リ
ケ
リ

（
一
・
五
九
・
九
）

僅
二
息
ノ
カ
ョ
フ
ハ
カ
リ
ナ
リ
ケ
レ
ト

（七
・
八
・
七
）

只
松
ノ
ハ
フ
ク
ヒ
ナ
ラ
ヒ
タ
ル
ハ
カ
リ
ニ
テ
左
右
深
キ
谷
へ
向
テ
飛

ケ
ル
コ
ソ

〈七
・
九
・
六
）

（
８
）

注
（
１
）
に
同
じ
。

（
９
）

↓
印
は
懸
か
り
を
示
す
。
以
下
同
じ
く
す
る
。

（
１０
×
Ｈ
）

注
（
１
×
３
）
に
同
じ
。

（
‐２
）

国
司
へ
の
返
事

（使
者
が
伝
え
る
）
・
返
書
の
内
容
の
一
部
で
あ
る
の
で
、
会
話

に
準
す
る
と
考
え
、

「準
会
」
と
し
て
示
し
た
。

（
‐３
）

注
（
１
）
に
同
じ
。

―
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
―


